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いやされない傷

一児童虐待と傷ついていく脳
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､児童虐待ChildAbuse
（子どもを不当に扱うこと）

●ネグレクト

（子ども遺棄、栄養不良、極端な不潔、育児怠慢）

､暴力による身体的虐待

熊本大学大学院医学薬学研究部小児発達学分野 ｐことばの暴力などによる精神的虐待

友田明美
③性的虐待
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虐待者の63％が実母、 22％が実父

虐待経験者の怒り,恥辱,絶望が
虐待画影響が外に向かう場合内に向かう場合
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虐待を受けた影響

・虐待の中で厄介な精神'１

゜他人を白か黒かでしか￥

｢境界'’i性人格障害」

つ

くなる

子ども時代の虐待と大人になってからの

精神的トラブル 虐待

他人

侍の中で厄介な精神症状の

人を白か黒かでしか判断し

精神症状の－

しか判断しな

・大うつ病

・心的外傷後ストレス障害(PTSD）

・多重人格（解離性同一性障害）

・境界性人格障害

る人を最初は尊敬して偶｡ある人を最初は尊敬して偶像視するが、蕊切られたり

減させられたりすると一転して激しく中傷する

・多 ゜怒りを爆発させやすく、他人と安定した関係が築けない

｡薬物濫用、自傷行為、自殺行為、過食や浪費に走る

ヒト脳の発達
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に鍵霊扇面研１１唾】繩皿する
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１１プログゥムさ、邑垣m9EAJでいく

'<F害鵠鶉三一
lシオヨ入山恥型

児童虐待ストレス一歩服薬蓬における２つの決定的な要素に影響
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゛子どもの脳は身体的な経験を通して発達していく中で
虐待という激しいストレスの衝撃が脳にいやされない傷を
きざみつけてしまう
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脳の発達に影響を及ぼしてしまう
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虐待を受けて大人になった人の脳は
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児童虐待やネグレクトに関する最近の研究報告

１)脳の容祇が減少する

海馬↓

脳梁↓

前頭前野（前頭連合野）↓

２)前頭葉皮質や上側頭回皮質の対称性↓

３)前帯状回の神経シナプス密度↓
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子ども フリーサーファーによる視覚野容積の解析
（|Ⅲ表面嚢;ご基つくＭＲＩ讓折）
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持続遂行課題(CPT)と視覚野の関連

被虐待者は反応抑制(ＣＯ/IVO-GO/S7DP）
課風能力が落ちている
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虐待の詳細を「視る」ことを回避した？
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フリーサーファーによる視覚野容積の解析
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左一次視覚野容積と反応抑制力の関連
（r＝0.53,ｐ屋０．０１）
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子ども時代の厳格体罰による脳への影響

小児期の体罰が脳の発達に与える影響

」
》 ■も

■｣

1,455名の中からスクリーニングされた
被厳格体罰者２１名と健常者１７名

内側前頭皮質(10野)の容積減少.､19.1%（Ncur(】In1aZHc,２００９１

「いやされない傷」
児童虐待と傷ついていく脳

子ども虐待が発達脳に与える影響

発達障害類似の行動をとる
後の人格障害を作り出す可能性

社会性発達障害

(IbmodaemL,BiolPSyclliatry,ZOOD1Neurolmage,2009）

率い経､弘Ｌ湖岬が麺応１１？

長期体罰の影響について

体罰についてのこれまでの一般的な見解
可

」
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プラスになる

"しつけ，,効果 マイナス効果

体罰 虐待
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両者の境界線は不明瞭 その賭は危険！

プラスになる

"しつげ,効果
■

プラスになる

"しつけ'１効果
マイナス効果 マイナス効果

虐待 体刑 虐待体罰

子ども時代の､Ｖ目撃による認知機能への影響能への影響

体罰によるマイナス効果を避けるために

“しつけ,,を考え直す必要がある！

`|'岬（
20名の､V目躍経験のある女子大生の
知能・記銘力・学業成績を調査

､V群は健常群に比べて平均10点IＱ↓

､V群は健常群に比べて平均８点記銘力↓

、V群には中退・留年がより多かった

■

能・記銘力・学業

V群は健常群に比‘マイナス効果

■
■
■

､Ｖ群に催
庖待体罰

視覚野の敏感期の解折
SensitivePeriods

■

1Ｖ
１１歳までの被性的虐待者

脳には敏感期が存在 〔笠

鰯''脅jｉ鰯''脅jｉ
、

仮説：幼若期lmiIi圃mjiがllMを発達させる感受性期

特定の時期に激しい精神的
ストレスを受けると視覚野

の発達が阻害される

しい

霞艫)（霞艫)（｢三つ子の魂百まで」の脳科学的基盤を探る

’視覚野の敏感期は思春期発来前

視覚野が特異的に萎縮TbnlDda2JaL,BiolPsycluiat『y2009
hnd11lulJMn＆,IbnM】Ilal《j/1Ｍ
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Ｉ画期|掴IIiiir究

一蹴児期囚経験と脳発達

圏，

② 海馬の敏感期
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言語記|意や情動記憶

Hubel＆Wisel

･視覚的な経験が視覚野発達を形づくる

･敏感期の存在
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前頭前野の敏感期

脳梁の敏感期
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学習や記憶、犯罪抑制力左右大脳半球の情報連絡・統合
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性的虐待を受けた年齢（歳）

E’

抑うつ気分と回⑧presslom

SensitivePeriods
脳のやわらかさ＝可塑性

これまでのうつ病患者の研究では

海馬と前頭前野の容積減少が報告されている
生後発達における

活動依存的な,,神経回路変化，，
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学習や記憶、犯罪釘制刀
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ある被虐待者の方からのメッセージ
力性’,弾力性ResilieN1ce'，

ストレスを克服する力を脳科学する私は10歳の時に、性虐待
分からなくない先生が私，

にあい、その頃
の様子がおかし’
緒ｎＩＭｈ《槙つい

習っていた数学が全く
いことに気づきました｡
,たんだと思います。

に【遇い

友田さんが醤かれていたと捻り脳が傷つしかれてⅢ

明るかった私が、（ 実わな<なり蝶らわな<なり喋らなく なり、砿にも言えないまま<なり、誰にも 被虐待児たちのストレスへの抵抗力や対処の仕方、
梢神的弾力性、回復力の強さなどを比較検討する大人になりました。

２６銃の時、転機が訪れ音楽に出会い心が癒されました。たぶん
-生絶対、心の傷は消えないけれど、音楽で癒されたことによって、
脳が元の状態に回復されたのではないかと思いましたが、脳科学的に
はどうなんでしょうか。－度侮ついた脳は回裡しないのでしょうか？

心が癒されました。ｌ癒されました。たぶん

で癒されたことによって、

思いましたが、脳科学的に
回復しないのでしょうか？つい いのでしょうか？

子どもたちのストレスと精神疾患発症の関連探る二度と虐待が起匡らないように、被害者も加害者も増やさないよう
にと、私の気持ちは常に前向きです。これからもたくさんの人々の
意見を聞き、勉強していきたいと思います。

に、彼
です。

鋤ﾛ害者も増やさないよう

褒められるのはお金をもらう気分と同じ？
'釘 存育む発達行動科学の重要性：

恋次世代に向けて
■

ｈ

■伊一

瞭再酉.－
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ＩＩＰお金し'１，:k‐ｈ＄
褒めブ”も：‘

燭

Ｌ研,理されている｢報酬」と
￣

￣

子ども達の笑顔を取り戻そう
hll""血ピノ凹艸Ｗ"｢""（Z〃ＩＤrJrp〃

｢子 ども達のこころの問題と脳機能の発達'はの Supp･『↑

･日米科学技術協力輌業「脳研究」分野共同研究者派遮研究助成

･厚生科学研究子ども家庭総合研究推進事業研究助成

･小児医学研究振興財団フェローシップ研究助成

･日米医学医痕交流財団研究助成

･文部科学省科学研究徴補助金基盤研究助成

微妙にそして強固に関達しに関 ている」こ造 を

噸基盤として今後のこころの医学は進展してｑ学は して！
＝

の

日
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